
3897

人血液二於ケル血清ノ凝集憤並二

  血球ノ被凝集慎二關スル研究

第1編 人血清ノ凝集慎二就テ

 金澤繋科大學法繋學教室 （古畑教授指導）

研究科學生馨學上杉不愉治
      （昭和10年2月19目受附）

              日

第1童 繕 言

第2章 實験材料及ピ方法

第3章實験成績

 第1節 A＝BO式血液型分布率

 第2節 A型血清ノ皿型血球二対スル

    凝集慣

 溺3節 ＝B型血清ノA型血球二対スル

    凝集憤

 第4節 同種血球凝集素（は及ピβ）ノ凝

    集債ノ性捌一二体ル差異

次

第5節

第6節

第7節

第4章

文 駅

 ○型血溝中ノ2種凝集素（匝及

 ピβ）ノ凝集贋曲二其ノ椙開

 騨係

 A型血清凝集棄β1・（）型血病

 凝集繋βトノ凝集慣比較

 二B型血清凝集繋岨ト0型血滴

 凝壌…≡重奏蜆トノ嬢…套…櫃薯土也車室

総括及ピ結論

               第1章 緒   言

 人同種血球凝集反騰ノ確認二依ツ．テ人血液ヲ4型（0，A，E，AB）二分類シテ以來跣二30徐

年間，幾多ノ學者二体ヅテ核反腔二關スル貴重ナル種々ノ研究業績ガ護表サレテ來タ．印

チ，血液型二開スル研究八人類相互間ノ間題ハモトヨリ，各種動物ノ血液並二人類ト各種動

物血液トノ關係等二至ルマデ研究サレ，今目二於ケル血液型研究ノ領域ハ徐々擦大セラレ複

雑ニナツテ來タ．

 1927年，Landsteiner u．Le曲eハ從來ノAlB0式血液型ノ他二夏二Ml，N，MN／3新血液

型ノ護見ヲナシタ，コノ皿N式血液型ハ，冤疫血清二ョッデノミ讃明スルコトノ出來ル血液

型デアツテAB0式血液型トハ金ク無開係デアル．猶コノ他工伽1dsteincr／F及ビP，Sch耐ノ

G及ビH等ノ凝集原論モ唱ヘラレテ居リ，相踵イデ新凝集原，新血液型ノ護見ヲ見ルニ至ラ

ウトシテヰル．

 人血液型ト各種疾患，共ノ他人血液型ト気質，指紋等トノ關係二就テモー時盛ンニ研究サ

1！タ問題デアルガ，現在ノ所，夫等ノ間二特殊ナル闘係ノ存在スルトイフ誘ニハ賛否爾諭ア

ヅテ未ダ確定シテヰナイ、

 然シ人血清中二含有スル同種血球凝集素ノ凝集慎二關シテハ各年齢，個鰐，季節及特殊疾

患等阜ヨリ影響ヲウケル事ハ跣二認メラレテヰル鹿デアル．弐二血清凝集慨ノ男女性別ヨリ
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観タル差異二關シテ實騒追究シタルモノニSch粗ポMendlo桐。・，樋口（助弘），高橋（重勝），

水谷（榮夫），南風原（朝保），中根（太郎）等ヲ見ルカ，之等ノ中Sch冊しL Mendlo㎡c・及ビ樋

口，中根ハ男女二ョリ凝集慎二差異ヲ認メナイト報告シ，又高橋，水谷，南風原等八女性二

於テハ＝男性ヨリ血清凝集憤ガ高イ様デアルト報昔シテ居ル．余モ亦，今回ノ800鶴人ノ血液

型調査ノ機爵二當リ，血清ノ凝集慣，血球ノ被凝集慎二闘スル實験ヲ試Iミ抑カ得ル所アリ，

籔二共ノ實験結果ヲ報告シ’先輩ノ駿尾二附シダイト思フ。

 本編二於テハ主トシテ血清ノ凝集信二就テ述べ，就申男女性別ヨリ襯タル凝集慣ノ蟹動二

就テ検索ヲ行ツタ．

              第2章  實験材料及ビ方法

 實験材料ハ綱テ金澤蟹科大學附麗轡院櫛査部二於テ，施行サレルW氏反躍瞼査二使用サレタ血液残餓

ヲ譲リ受ケデ之ヲ使用シダ．豫メ當数室所藏ノ標準血皿溝砒（抗A）民ビβ（抗1B）ヲ用ヒテ血液型ヲ制定シ。

被験耐清ノ凝集慣測定二宮リテハ豫メ特定ノA型（當教室桑島氏〕及ピlB型〔當教室正木氏〕血液ヲ實験ノ都

度，耳栗ヨリ探リ，各々1．5％拘機酸ソーダ生理的食麗水ヲ以チエ％血球浮游液ヲ作リ，抗A及ピ抗E血

清二割スル標準血球トシテ使用シダ．

 W氏反腰検査使用後ノ血猜残離ハ豫メ溶血度強キ血清ハ捨テ新鮮，清澄ナル血清ノミヲ選ピ使用シダ1

血清凝集償ノ季節的饗動二開ツテモ椙當ノ注意ヲ沸ヒ，特二嚴塞時1月ヨリ温暖時6月二亘ル約半ケ年ノ

期固ヲ調査期間二充デタ．

 實験方法トシテハー列ノ試験管二試験血清ノーラ逓減的二稀騨シ，10穴「ホールグラス」ノ窩上二1滴宛

滴下シ，之二前述ノ標準血球浮漉液ヲユ滴宛注加シ，血蠕ト血1球トヲヨク混和シ，血球ノ寓底二固着スル

ヲ防ギツ’，時々「グラス」ヲ揺リ動カシ乍ラ30分後二其ノ凝集反腫1ヲ制定シダ．結果ノ判定ハ圭トシテ肉

眼ヲリ、テ行ヒ，反雁1ノ微弱ナル所ハ顯微鏡下二糠シテ最高凝集贋ヲ決定シダ．芋1J定二當ツテハ基性血球凝

集反魔其ノ他汎血球凝集反躍1，暇性血球凝集反腰等二就テハ充分注意ヲハラヒ，酷寒ノ侯ハ室溜20－C以上

ヲ保チテ實駿ヲ行ツタ．

               第3章 費験成績

              第1節  A＝B0式血液型分布率

調I査人員総数ハ80］名デ，先ヅ共ノ血液型類別並二出現奉ヲ求メテ見ルト第1表ノ如クナ

リ，O型，A型，二B型，A＝B型各々ノ出現李ハー般日木人血液型出現率ト大ナル差異ヲ認メナ

                  第  工  表

                0型 A型． B型 A1B型
ｫ別  瞼、査敷

D、．＿．．．．．．竺刈、㍗」、I小Lゼ．苧竺皿．戸．．午刈I．㍗．男・・ぺ1・・1…テ1・；・1・…「一・，・・・…1・・」…

女 262
79 130．15    ■

・・1・…1・・ 舳い・ 11．83

性不明 ・・1 ・・1・…1・・1
3司，92jユ6    ，

・・刈・一・・
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イ．

          第2節  A型血清ノB型血球二対スル凝集慣

 各被検A型血清（凝集素β）ノ］…型標準血球（正木）二対スル凝集恨ハ第2，第3表ノ如クデ

アルガ，A型勇子183名ノ血清凝集慣ハ最低10傍ヨリ最高160倍迄ノ範園内ニアツテ40倍及

ビ80倍ノモノガ最多数ヲ点メテ何レモ54名（29．5126），英ノ算術平均値ハ59，O傍，叉，メヂィ

アンバ51・工倍二相當シ，之等ニツノ値ヨリ導イタコノA型男子183名ノ血清凝集優ノモード

ハ35．3傍二相當スルノデァル．

 女二A型女子98名ノ血清凝集便ハ最低10俗ヨリ最高1石0倍迄ノ間ニアリ，最モ多イノハ

80倍ノモノ32名（32－66名）デ共ノ算術平均値ハ77・8倍，と右ユ∠ハ7L2倍，之等ニツノ値

ヨリ導イタモードハ58．O倍二相當シテ居ル．

 以上ノ結果ヨリ見ルニ，A型血清ノ凝集慎二於テハ女子ノ平均凝集慨ハ算術平均値，凸

アン，モード共二男子ノ夫レヨリ濫カニ高イ事ヲ示シテヰル．

     第2表A型勇子三83人血清（抗眉）ノB型血球（正木）一封スル凝集憤

1

㌻㌣
lo 20 勾。 80

。601320  ！

賛 敷 183 12
  ■42 1

54 54 21 O

％ 1OO，OO 6561 22，95 29．51 29．51 11．47 O

算術平均値r 5910

一
■   1凹 」 11L

メデイア■ 5ユ．1

⊥ 一

モ 一
ド 35．3

第3表 A型女子9S人血清（抗B）ノ拐型血球（正木）二対スル凝集慣

ぶ籔岬中度11・

實  敷  g8  2

 ％   100・O0 2・04

算術平均値1

メデ Dイア
j．．！

モ        ド

20   40   80 160   320

14     27     32     23

・・…入・・・・・・・…」

     77．8

     讐

58．0

          第3節  B型血清ノA型血球二対スル凝集憤

 次二被検B型血清（凝集素α）ノA型標準血球（桑島）二対スル凝集僚ハ第4，第5表ノ如クデ

アルガ，B型男子117名ノ血清凝集慣ハ最低10俗ヨリ最高32C侶迄ノ範園内ニアツテ80倍ノモ

ノガ38名（3248％）デ最多数ヲ古メ，共ノ平均凝集憤ハ算術平均値802倍，叉メテ4ユとハ

71．1倍，之等ニツノ値ヨリ導イタモードハ52．9倍二相鴬シダ．

 然ルニB型女子5斗名ノ血清凝集慣ハ最低20倍ヨリ最高320倍マデノ間ニアツテ，夫等ノ平

均凝集慣ハ，算術平均倣85・6倍，又メディアン’ハ64・4倍，之等ニツノ値ヨリ導イタ三二．トハ
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22．0倍二相當シダ．師チ，B型血清ノ凝集慣ハ算術平均値ヨリ之ヲ比較スルトキ八女子二於

テハA型血清同様二男子ヨリ高イ事ヲ認メルガ，メディアン及ビモードIヲ以テ之ヲ比較スル

トキハ寧日却ツチ男子ヨリ女子ガ低イ結果ヲ示シテヰル．而シ1三型ノ場合ニハ女子ノ観測数

ガ遊ダ少イダメニ斯タノ如キ鐙動ヲ生ジタモノト老ヘラレルカラ今少シク多数例二就テ調査

シタナラバ，コノ場合デモ矢張リ男子ヨリ王女子ノ方ガ血清ノ凝集憤ガ高ク現パレルモノデ

アルト信ゼラレル．

      第4表B型男子117人血清（α）ノA型血球（桑島）二対スル凝集便

血清稀鶏度
調査藪

10 20 40 80 160 320

一

實 藪 117 2 16 34 38 25 2

％ 100．00 1．71 13，67 29．06 32．48 21．37 1．71

算術＝雫均値 80．2

’

メデイア■ 71．1

モ ’

ぺ ■
529

第5表1理女子54人血清（α）ノA型血球（桑島）一封スル凝集慎

一㌧＿ ・ぺ・・  ≡

I㌔_．血蒲稀麗度
ｲ査敷㌔㌔＼＿     ㌔・、＿．

10 20 160 320

實 籔

％

54

P00．00

OO 59．26 21

R8．89

ユ4

Q5．93

12

Q2．22

2王70

算術牛均値 85，6

メ デイ ア ソ 64．4

モ 一
ド ≡ 22．0

     第4節  同種血球凝集素（抗へ及ビ抗B）ノ凝集慣ノ性別二体ル差異

 同種血球凝集素α（抗A）及ビβ（杭B）ノ凝集慎二就テ性別差異ノ有無ヲ検スル二大鎧茨ノ姉

キ結果トナヅタ．余ノ調査セルモノノ内O（α）十＝B（α）ハ男子253名，女子133名，O（β）十A（β）

ハ男子319名，女子177名デアツテ夫等ノ凝集慣並二平均凝集憤ヲ求メルト次ノ第6表，第

1圖並二第7表，第2圃ノ如クナリー印チ男子O（α）十＝B（α）ノ凝集優ハ最低10倍ヨリ最高

320倍迄デ40倍ノモノ最モ多ク，92名（約36％）デ弐二女子0（α）十B（α）デハ最低20倍ヨリ

最高320倍迄デ80倍ノ毛ノ最モ多ク58名（約仲劣）ヲ古メテヰル．夫等ノ平均凝集慣ハ算術

平均値デハ男子70．1倍，女子80．3倍，メデイアンデハ男子57．喘，女子75・5倍，モFドデハ

男子31．焔，女子65．9倍トナツテソノ何レノ平均値ヲトッテモ男子皿ノ凝集慣ヨリ女子αノ

凝集便ガ稿北高イノデアリ，亥二〇（β）十A（β）ノ凝集償ハ男女共二最低10倍ヨリ最高i60倍

迄ノ間ニアリ，男女共二40倍ノモノ最モ多ク，男子デハ34．5％，女子デハ36．7％デ女子ノ

％ガ梢々多イ．叉40倍ノ下方稀緯度20倍二於ケル男女出現率ヲ比較スルト男子ハ26。棚，

女子ハ16．9名デ男子ガ女子ヨリ多ク，女二4C侶ノ上方稀緯度80倍二於ケル男女出現率ヲ比

                   【．54】



人血液二於ケル血清ノ凝集債前二血球ノ被凝集慎二關スル研究 3901

較スルト男子ハ23．5％，女子ハ2π1％デ男子ガ女子ヨリ少ク，160傍二於ケル出現章二於デ

モ男子ハ7．8名，女子ハ16．リ名ト表ハレ断然女子ガ高率ヲ示シテ，β血清ノ場合員ハ大勢ヨ

リ観察シテ銑二女子ガ男子ヨリ高イ傾向ヲ示キテヰル．從ツチ夫等ノ平均凝集慣ヲ求メテ

見レハ算術平均値デハ勇子51．2倍，女子67，1倍，メディア；・デハ男子43－9倍，女子55．3倍，

モードデハ男子29．3倍，女子3工．7倍トナヅテα血清ノ場合ト同様ニソノ何レノ平均値モ男

子βノ凝集憤ヨリ女子βノ凝集優ガ補走高イ．

 今之等ノ關係ヲ固表デ表ハシテ見1ノバ第1圖，第2圖ノ姉クナツテ，明ラカニ女子ガニ男子

ヨリ高イコトヲ認メルノデアル．

         第6表 男女性別ヨΨ観タルα（抗A）凝集償ノ比較表

性別 P尺 10
。。」。。

80 160 320 算 術 メデイ
平均値 アゾ

モード
i

責藪 253 3 41 92 77 36 4

♂0“十跳 70．1 57．1 31．1

％ 100．00 1，19 16．21 3636 30．43 14．23 1．58

一
［ 凸  」        皿 ■ 山 一      I  一  一   』  ■ 一   I  L     1           一 L         1        1 1    1        …     L     皿 1 ■ ■ 1    1  一   一 ユ 一  ■ 一   I

實藪 133 O 10 42 58 20 3

g O盤十1脇 80．3 75．5 659
％ 100増0 O 7．52 31．58 43．61 15．04 2．26

第7表 二男女性別ヨリ擬タルβ（抗B）凝集憤ノ比較表

性別 P黒 10 20 40 80 160 320 算術
ｴ均値

メディ

Aン
モード

♂0β十A芦

實藪1   ．％1

319

P00．00

24

V．52

85

Q6．65

110

R0．48

75

Q3．5I

25

V．84

00

51．2 43．9 29．3

♀0β十邸
實敷 177

P00．OO

42．26 30165
@  」16．95136．72   ≒

48

Q7．12

30

P6．95

00

67．1 55．3 31．7

竈

第1圖男女性別ヨリ観タル

 α（抗A）凝集慣ノ比較圃

萬

副

鴉
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■「□
’
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、、、
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！
、

1
ノ

’

・i『   ■『   『『   ■『   ・衙耐   棚   研

血清稀麗度

帖

第2国男女性別ヨリ観タル

 β（抗B）凝集慣ノ比較圖
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亜
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5

暫棚一色（0β↓＾砂
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    第5節  o型血清中ノ2種凝集素（α及ビβ）ノ凝集慣並二共ノ和開關係

○型血清215名（男子136名，女子79名）中二含有セラレルα凝集素ノ凝集憤ハ10倍ガ最低

デ320倍ガ最高，最モ多イノハ80倍ノ46名（21．40名）デソノ平均凝集憤ハ80倍デアル，然ニレ

ニβ凝集素ノ凝集憤ハ10倍ガ最低デ240倍ガ最高，最モ多イノガ2G倍ノ59名（27．糾劣）デソ

ノ平均凝集慣ハ52倍トナツタ（第8表参照）．

第8表0型血清中二含有スルα及β雨鐸集素ノ凝集慣
「                             1                         10 20 40 60 80 120160240320弔均                                                                      凝集償

  』

n  一型

  α
k♂十♀〕

實藪 215 11
@         」10000 006r

30

P3．95

38

P7．68

41

P9，07

46

Q1．40

37

P7．21

12

T．58

73．26 31．39

80

  β

o♂十♀〕

實敷 215

P00．OO

14159   ■

U．51！27．44   ＝

44150
]1・…

29

P3．49

73．26 11

T．12

10．46 OO

52

                1
              10 20 40 60 80 120160240320弔均
                                      凝集償

 0型血清申二含有セラレルα及ビβ爾凝集素ノ凝集慎二就テハ多数先輩ノ實験ノ締果，

α凝集素ノ凝集憤高イ血清二於テハβ凝集素ノ凝集慣モ亦高イ傾向ヲ有スルコト八大磯二於

テ認メラレテヰル様デアルガ，余ハ215名ノO型血清ノ凝集償ヲ測定スルニ當リ，爾凝集素

ノ凝集慎二開シテ数學的二相開関係ヲ求メテ見タ虚，第9表，相関表二示ス姉ク，α，β各々

ノ立場ヨリ見タル各倍数値ノ算術平均値Mx，Myハ各倍数級値ノ上昇スルニ從ツチ増加シテ

ヰル．今二B・av凱isノ公式二從ヅテO型血清中ノα及ビβ爾凝集素ノ凝集慎二關スル相関係数ヲ

第9表，相關表ヨリ求メテ見ルト

     エ＝ΣPd’xd’y－nWxWy   （lBmvals公式ヨリ）

         Dσxσy

 但シ    p 頻度
       r  椙麗係数
       n  総員敷
       d！x 竈凝集贋ノ各倍数級値ト幟雫均値Wx（I20僧）トノ偏差

       d勺 β凝集憤ノ各憎歎級値ト暇平均値M’y（80倍）トノ偏差

       Wx M！x二対スル補正値
       、Vy M’y二対スル補正値
       σx α凝集腰ノ苧均凝集順二対スル標準偏差

       σy 鼻凝．集贋ノ平均凝集贋二対スル標準偏差

       Mx α凝集素ノ牛均凝集徴
       ｝征y  β｛疑隻……養ノzF長コ凝雲匿偲重

言十算ノ結果バ Mx：85，07  Mlγ＝50－98  σx＝土57・295  σア＝±34・875

       n＝2］5    r二〇．634±0．000276

求メラレタ所ノ相醐係数rノ値八十〇．5ヨリモ大キク，叉rノ値二比シテ蓋然誤差（P・Er）ノ

値ハ充分小サク從ツチ・ノ値ハ充分二信頼スル二足ル，印チO型血清中ノα及ビβ爾凝集素

ノ凝集慣ノ間ニハ私闘開係アリ，印チ皿ノ凝集倣高イ血清二於テハβノ凝集償壬亦高ク，β

ノ凝集債低イ血清二於テハαノ凝集慣モ亦低イトイフ順相開ノ開係ヲ数學的二立護スルモノ

デアル．今第9表相關表ノ結果ヲ「グラフ」デ表ハシテ見ルト第3圖ノ如クナル．

                   【56】



人血液二於ケル血清ノ凝集債並二血球ノ被凝集信二闘スル研究 3903

第9表 0型血清申二含有スルα，β爾凝集素ノ凝集慎二開スル和關表

  x_y

竈ノモ疑勇…1｛賢（♂・ト♀）

■【…山
@  一 一        ■ ユ    I ，        一   ■ 』一I 一 一    ’川    一 I  一 ’

血清ノ
稀麗度

10 20 40 60 80 120 160 240 320 P Mx

1O 8 1 4 1 14 37，14

β 20 16 18 15 8 1 1 59 49．83

ノ
40 1 2 13 8 10 7 2 1 44 73．86

凝

集
60 3 5 8 19 11 2 1 1 50 89．20

便 80 1 1 4 7 11 3 2 29 108．28

〔♂ 120 1 1 4 1 7 134．28

斗
享 160 1 3 5 2 11 154．54

〕 2司O 1 1 320．OO

P！ ・1・・ ・・1・… 1・・ ・・1・ 3 2151

■ L
L  L             u    …

My
40．OOi24．67    ’

・1・・1・…1・1・・1・…挫＿L＿

第  3 固

○型血清中ノ虫ノ凝集債

  配  軸  60 馳 m  120 1仙 16口 180 200 220 2柵 醐 2日0 尋DD 醐

的

1m

一酌

0 1仙

型

血160
滝

中1則
ノ

β

ノ㎜
凝

集団
憤

 240

・    ■

R
＼

c・
一

、

o ’＼。．

’一

_
ぺ w坊

ト

一」r ＼ c

㌃ ト

L州冗L
＼

w

 RR’ナル回鰯曲線ハO型血清中二合有スルαノ凝集慣ノ，同シクO型血溝中ノβ凝集慣ノ

各倍数級値二相當シダ各々ノ凝集償ノ平均値ヨリ導キタルモノデ，同様二CC’ナル図録曲線

ハα凝集慣ノ各倍数級値二相當シダβノ各々ノ凝集慣ノ平均値ヨリ導キタルモノデアツテ，

今前者ヲlMま，後者ヲMyトシ，弐二之等ノ曲線ヨリ導キ得ラルベキ回麟直線mx，myガ共
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ノ交叉禦占二於テ來ムベキ角度θノ大キサヲ前述r及ピ弧，σyノ値ヨリ誘導シタル結果ハ，

          1＿r2    tanθ＝＿         二02646
        〔箒・景〕

        ．．． θコ1デ

トナツテθハO。ヨリ大キク，90。ヨリモ小サイ，畠ロチコノθノ角度ガ鏡角ニシテ0㌧近ヅク

程，両者ノ間ノ相關関係ガ顯著二社ル課デ，師チ相關係数・ノ値ガ十〇一5ヨリ大デアルトイ

フ結果ト相侯ヅテO型血清中ノα及ビβノ爾凝集慣ノ間ニハ明ラカニ順相關ノ關係アルコト

ヲ立護スルモノデァル．

      亭6節  A型血清凝集素βト。型血清凝集素βトノ凝集憤比較

 前第2，第3，第4飾二於テ余ハ凝集素α及ビβノ凝集慎二就テソノ個麗的差異並二性別

差異ヲ観察報告シタガ次二A型血清中ノ凝集素βトO型血清中ノ凝集素βトノ凝集慣比較並

二共ノ変異曲級二就テ検索ヲ試ミテ見夕・抑々1930年Kettel・．Thom醐ハα凝集素ノ凝集

慎二就テハO型血清及ピB型血清ノ夫レニ於テハ著差ヲ見出シ得ナカツタガ，β凝集素ノ凝

集慎二就テハA型血清中ノβ凝集素ノ凝集償ハO型血清中ノβ凝集素ノ夫レニ比較シテ高イコ

トヲ認メタト報告シ，我国二於デモ水谷氏ガ同様ノ結果ヲ報告シテ居ル．

 余ノ實綾結果ニョレバ第10表，第牢固及ビ第11表，第5圖二示ス如ク男子A型血清ノ凝集

素βノ平均凝集慣ハ算術平均値デハ590倍，メディア：・デハ5I1倍，モートデハ353倍トナ

リ，男子O型血清ノ凝集素βノ平均凝集憤ハ算術牛均値デハ4L3倍，メデイアンデハ36・9倍，

モーゴ．デハ281倍トナツテ男子A型血清ノ凝集素βノ凝集慣ハー般二勇子O型血清中ノβノ

夫レヨリ高ク，又女子A型血清ノ凝集素βノ平均凝集慣ハ算術平均値デハ778倍，メディア∠

デハ71・2倍1正二下デハ58・0倍トナリ，女子O型血清ノ凝集素βノ平均凝集債ハ算術平均値

               第  1 0 表

＼1官1滴稀緯度
d． 10 20 40 80 ユ60 320

    1  ．
Z 欄メナイ

㌔、

調査籔 ＼㌧＼ 平均値iアゾ
モート

■  ■      ■     I  一 一  一       一 ⊥

實数 工83 エ2 42 54 54 2工 O
♂Aβ 59．O 51．1 35．3

％ 100，OO 6．56 22，95 29．51 29，51 11．471 0   I

一
■   I     ■        I  一

I一

…        止 …            1     ■  1     1

實藪 ユ36 12 43 56 20 5 o

♂Oβ 41．3 36．9 28．1

％ 100，OO 8．82 31．62 4ユ．18 14．71 368一 O

第  1 1 表
㌔＼血蝸締澤慶  、

＼
   I＼
ｲ査敷 ＼＼

ユ。 20 40 80 160 320 箆衙メデイ
平均値アン モート

j
一 一 」   ■  ］ L   一 ■  一  皿 」    I  o 一     山上

實蚊 98 2 14 27 32 23 O 1

gAβ 77．8 71．2一 58．0

％ 100．00 2．04 14，28 27，55 32．65 23，47 o
一        ■     ■ ■ I  ■       ■      一  1      一 o  I         1

．7 ■ ，
實籔 79 2 16 38 16 O

♀0β 53．9 47．3 34．1

％1 ユ00100 2．53 20．25 48．10 20．25 8．86 0
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  第4圃A型血清凝集素βトO型血清  第5圖A型血清凝集素βトd型血清

    凝集βトノ凝集倣比較圃（男子）    凝集素βトノ凝集償比較固（女子）

                      ％   第                    50
   副
                      鴫   汕 鰍．Aβ（早）
   そ；                   1・1 脇一一一〇β（早）
                             、

   柵      ；1 叶†
   ヨ5             ）丁
                      30
   醐                 ，’

   ・      工け
   O                   l 工 i l i 1 1
      l  l  l  i  l  l  l             「『 ■『 市 万 而 楓 亙
     ■『 ラ『 τ『 ■『 揃 苞酊 司σ

                        血清稀縄度     血清稲麗度

デハ53．9倍，メディアンヂハ47．3倍，モ円ドデハ34．1倍トナリ。A型血清二於テハ男子ト同

様，女子ノ場合二於デモ凝集素βノ凝集憤八女子O型血清中ノβノ夫レヨリ高イコトヲ認メ

ル，茨二之等ノ關係ヲ圖表デ表ハシテ見ルト第4圖，第5圖ノ姉ク，Aβ曲線ガOβ曲線ヨリ

稀澤倍野高度位二移動シテ薔カレ上述ノ關係ラー目瞭然タラシムルノデアル．

      第7節  皿型血清凝集素αト0型血清凝集素αトノ凝集慣比較

 茨二B型並二〇型血清二於ケルα凝集素ノ凝集憤ヲ比較シテ見ルト第12表，第13表ノ如ク，

二男子思型血清αノ平均凝集債ハ算術平均値デハ80－2倍，メディアンデハ71．1倍，そ一ドデハ

52．9倍トナリ，男子O型血清ノ凝集素αノ平均凝集償ハ算算平均値デハ6L4倍，メディアン

デハ5L7倍，モードデハ32，3倍トナヅテ何1ノノ平均値二於テミテモ男子B型血清ノ凝集素砥

ノ凝集慣ハー般二＝男子0型血清中ノαノ夫レヨリ高ク，叉女子頂型血清ノ凝集素αノ場合一於

テモソノ算術平均値八女子O型血清中ノαノ夫レヨリモ高イケレ共，メディアン並ニモFド

ニ於テハ反射二〇型血清中ノαノ凝集債平均値ガB型血清中ノαノ夫レヨリモ高ク表ハレテヰ

ル．而シコノ結果八女子B型血液ノ寡少ナリシコトモ考慮二入レテ直二結論ヲ下スコトヲ盤

フベキモノト考ベルノデアルガ，猶大磯二於テ余ノ實駿縮果ヨリ之ヲ思惟スルニ，α凝集素

                第  1 2 表

ユ 一■＾T1
ﾝ線一一へ；（3）

ｭ映一一一〇β（♂）
上

！ ■
／ 、

■ Lユ
’

、

、

、

、

、

＼＼皿1濡稀緯度
、L

、 10 20 40 80 160 320 算術 メデイ
’、

、I

㌔ 苧均値 アゾ
モード

1調査籔 ㌔＼＼．．
一一 L

■               一

餓」 117 2 16 34 38 25 2

♂肺 80，2 7ユ．1 52．9

％ IOO．00 1．71 王3．67 29．06 32．48 2ユ．37 1．71

」止
一   」            、            ’ I           ■L一

1實藪 136 1 25 58 39 ユ1 2

♂O蜆 61．4 51．7 32，3

％ 100．OO O．74 18．38 42．65 28．68 8．09 ユ・47 P
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第  1 3 表
iぷ    度    ト    ＼

1O 20 40 80 160 320 算術
｢均値

メディ

Aン
モード

實敷

gE砒
54

P00．OG

00 59，26 2ユ

R8．89

ユ4

Q5．93

工2

Q2．22

23．70

856
 1E刈・ム・ ，

   ≡實敷・・… i・… ’・・1、五1i、、、ユ

第6圖 B型血清凝集αトO型血清
凝集素α
第

馳

蛎

・ノ凝集償比較圃（男子）

■1I■一

片

實練 Bo（6）
Z耕一一一一0o♂）

鼈?       ‘，…

L■一

’

、

、、

’

、、

仁一べ
＾I’＾ 、

、

、

I  1  1  ！  ユ・  1  l
■『 i『 万W 「前 楓 亙

血清稀麗匿

第7圖B型血清凝集素αトO型血清
 凝集素αトノ凝集慣比較圏（女子）

…・    一rrr1
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醐
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 ■一｝「…「■
@管線一1虹（？一
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’ 一
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                        血清稀騨度

ノ場合二於テモニB型血清中ノα凝集便ハO型血清中ノα凝集憤ヨリ高イ傾向ヲ示スモノノ様

デアル．今，之等ノ開係ヲ固表デ表ハシテ見レハ第6，第ア園ノ姉ク大鰹呈於テニBα曲線ガ

Oα曲線ヨリ稀澤倍数高度位貫移動シテル様二思バレルノデアル．

             第4草 総括及緒論

 余ハ801人ノ血液型調査二鴬ツチ血清ノ凝集慣並二血球ノ被凝集憤ヲ測定シ，夫1／等ノ間

二於ケル相互開係ヲ研究シテ見タノデアルガ，本編二於テハ主トシテ血清ノ立場ヨリ観察シ

ダ實験的結果1就中，人血清中二含有セラレル同種血球凝集素α及ビβノ凝集償二闘シテ主

トシテ男女性別ニコル差異二就キ抑カ研索ヲ行ツチ見タ、弐工英ノ総括的結論ヲ學ゲテ見ル

ト

 1．人血清ノ凝集償く可ナリ廣範園ノ個人的差異ヲ示シ，余ノ實験ニョレバα血清ノA型

（桑島）血球二鈎スル凝集慣ハm侶ヨリ320傍迄ノ間ニアリ，β血清ノB型（正木）血球二対ス
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ル凝集債ハコ0倍ヨリ2牟0倍マデノ間ニアル．

 2．同種血球凝集素α及ビβノ凝集慎二就テ男女性別二体ル謹異ノ有無ヲ検スルニ凝集素

α（Oα十Bα）並二凝集素β（Oβ十Aβ）ノ凝集慣ハ男女二ヨツテ幾何カノ謹異アルモノノ如ク，

α及どβ共二女性ハ男性ヨリ凝集慨ガ高イ様二思バレル．

 3．O型血清中二含有セラレルα凝集素ノ凝集傾ハ最低10倍ヨリ最高320倍迄ノ間ニアリ，

最モ多イノハ8C傍ノモノ21．40％デソノ平均凝集債ハ80倍，β凝集素ノ凝集償ハ最低エ0偶

ヨリ最高2斗0倍ノ間ニアリ，最モ多イノハ20倍ノモノ27．4切デソノ平均凝集慣ハ52倍ヂ

アヅタ．

 4．O型血清申二含有セラレルα及ビβ爾凝集素ノ凝集僚ノ間ニハ互二相關關係ガアツテ

α凝集素ノ凝集慣ノ高イ場合ハβ凝集素ノ． ﾃ集慣モ亦高ク，β凝集素ノ凝集債ノ低イ場合ハ

α凝集素ノ凝集償モ亦低イノデアル．

 5・A型血清中ノ凝集素βノ凝集償ハ男女共二〇型血清中ノ凝集素βノ凝集慣ヨリ高ク，

叉協型血清中ノ凝集素αノ凝集慣ハ＝男女共二〇型血清中ノαノ夫レ目リ高イ様二思ハレタ．

                   文   賦

1）La11曲teiI1趾11．Lei皿町：ObeエIso】ysin und Iso皿gg－uεine im Men吾。hliohen lB1山、ZentmIb一．f．

Bakt・Bd・38，工L5，S・548－555．1905・     2） Asco1i ： Isoユ墓9一山ine und Isoiysine nlenschiicher

Sem Miinch・㎜ed・WocしS・1239，190工・S．582．1902．    3）Wei晒皿蛆：H蛇magglutingehalt
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395－406瓦大正5年．  9）小山里連雄，大阪人二於ケル血液分類ト同種赤血球凝集繋ノ理化學

的影響蛆二其ノ遺像開係二就テ，大阪圏學曾雑誌，第2I巻，12號，1C23－1042頁，大正11年． 10〕

白井三郎，本邦人及2，3動物二於ケル同種血球凝集現象血二之等相互間ノ聯係二就テ，愛顧蟹學，

第3巻，第4鑓，311－320頁，大正12年．  11〕中島忠，人回顧血球凝集棄二就テ，日本微生物學

曾鰹誌・第17巻・第10號・1595－16ユO頁・大正12年一 ．12）深町囎罵同種血嚇凝集反腰ヨリ見タ

．ル人血ノ研究，肚曾蟹學雑誌，第482鏡，157－213，第483艦，296－318頁，昭和2年．  13〕富路

重嗣，同種血球凝集反躍ニコル人血液ノ分類，泊療及慶方，第4年，第4種，46號，1474－1484頁，

大正13年．  14）山上熊郎，血痕中二於ケル同題血球凝集棄ノ存続間，北海道蟹學雑誌，第2年。

6騎，619－631頁，大正14年．  15）K洲e1皿皿d Thoms6n：Quan岨tive1Be目timm㎜g出・er d16

monschlichen Isoagglutinine Ant」A md Anti＿B．Ze三t呂。hしf．Imm凹nit趾昌仁Bd．65，S．245＿253．1926

16〕Bjφr㎜㎜皿md X6mp：Untersuchしmgen iiber den Fmp丘ndlichke肚彗grad der捌utkδ・pe工。l・en

gegen旺bcr Iso皿gglutini口e im Kindesalt町Acta Pat止。．et Micmbio．S㎝nd．VoL V工，S218－235■929。
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17〕山 議雄，人同種血球凝集棄ノ凝集便二就テ，愛知雷學曾糠誌，第38審，1O観，2207－2210頁，

昭和6年．  18）岸幸義，桑原事，同種血球凝集反歴1二於ケル凝集棄及凝集原ノ椙動的債値二就テ，

金澤蟹科大學十全曾雑誌，第3I観 1號，1－16頁，大正15年．  19）吉村利雄，人類同種血球凝

集反順二間ス几研究，東京蟹學曾雑誌，第41審，6騎，1186－1232頁，昭和2年．   20）度近

穴…郎，人血液各型二於ケル血清血球ノ凝集開係二越テ，北海道蟹學雑誌，第7年，12號，1889－1902

頁・昭和4年．   2一〕岩幸義・低湿二於テ頚現スル血球凝集反腫二闘スル研究・十全曾雑誌・

第31巻，4騎，375－435頁，大正15年．  22）宮崎捨吉，同種血n球凝集憤ノ季節的蟹動二就テ，長

崎蟹科大學法圏學教室業報，第2巻，第3號，429－436頁，昭和5年．  盟）中根太郎，人同種血

球凝集反腱1ノ消長二關スル研究，愛知圏學曾雑誌，第40巻，第8，9號，昭和8年．  24）同人，

血液型二闘スルニ，三ノ知見，血液型研究，11月號，第26齪，279－280頁，昭和8年．  25〕樋口・

助弘，自家血球凝集藁及自家血球溶血素二就テ，肚曾蟹學雑誌，第449號，307－323頁，大正13年．

26）高構量勝，血液型，特二眼疾思考二就チノ2，3研究．岡山醤學曾羅誌，第44年，第8號，2320－

2347頁，昭和7年．  27）南風原朝保，季節年齢等ヨリ見タル人同種血球凝集贋二就テ，墨穣圏學

曾雑誌，第32巻，第9騎，1191－1213，昭和8年．   28）山本手厚，人並浦ノ凝集憤及ピ血球被

凝集偵ノ季節的灘動比較，長崎醤科大撃法圏學教室業報，第3巻，第3騎，312－320頁，昭和6年．

29）水谷集大，ランドスタイネル氏反腫二於ケル被凝集憤・凝集素慎二關スル實験的研究，十全曾雑

誌，第37巻，第1I號，2554－2570頁，昭和7年．  30）高原武r人並滴ノ同種血球凝集便ト血球

ン被凝集贋，犯罪撃雑誌，第8一審，第1甥，昭和g年．  31〕水谷榮夫，健康人及結核忍者二於ケ

ル同種血球凝集棄腰ノ男女別ニコル差異二就テ，東京醤事新誌，第2814號，319－323頁，昭和8年．

32〕小倉金之助，統計的研究法，積善館駿行，（大正14年）．  33〕古屋芽雄，蟹學統計法ノ理論ト

英躍用，金原商店駿行，（昭和9年）。  帥〕見波定治，還僚學，成美堂駿行，（大正15年）．
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